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第５次茅野市総合計画の進捗状況等について 

１ 総合計画の進行管理 

・ 第５次総合計画は、まちづくりの大きな方向を示す基本構想と基本構想を推

進するため基本計画の２つで構成 

・ 基本構想に位置付けた７つの柱ごとに全体で３３の分野別計画を基本計画

に位置づけ、総合計画を推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 計画の進行管理にあたっては、分野別計画で掲げた数値目標の達成状況な

どを把握し、これまでの取組の検証や課題の整理（ＣＨＥＣＫ）を行い、

計画の見直し等（ＡＣＴＩＯＮ）につなげています 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行管理の仕組み 



2 

 

２ 総合計画の進捗状況（ＣＨＥＣＫ） 

（１）基本計画（分野別計画） 

分野別計画で掲げた数値目標の達成状況などを把握し、「順調」、「おおむね

順調」、「やや遅れている」、「遅れている」の４段階で進捗状況を評価しました。 

 

 

計画期間終了時点（令和５年度末時点）では、33 計画のうち 1 計画（3.0%）

が「順調」、21 計画（63.6%）が「おおむね順調」、11 計画（33.3%）が「やや遅

れている」との進捗評価結果となっています。 

令和４年度末時点と比較すると、「おおむね順調」という進捗評価結果であっ

た計画の数が減少しているものの、令和５年度末時点における進捗評価は、あく

まで平成 30 年度から令和５年度までの６年間の総括評価であり、新型コロナウ

イルス感染症の影響を大きく受けた数年間が含まれる計画期間を総括したもの

であるために、単年度評価である令和４年度までとは単純に比較できない難し

さもあります。 

 
 
 
 
 
 
 

地域福祉計画 道路河川等整備計画

高齢者保健福祉計画
茅野駅周辺地区バリアフリー
基本構想

障害者保健福祉計画 住生活基本計画

健康づくり計画 水道ビジョン

食育推進計画 下水道中期ビジョン

こども・家庭応援計画
茅野市・原村生活交通確保
維持改善計画

社会教育推進計画 行政経営基本計画

こども読書活動推進計画 公共施設等総合管理計画

文化芸術推進計画 男女共同参画計画

縄文の里史跡整備・活用基
本計画

地域防災計画

スポーツ推進計画 縄文プロジェクト

環境基本計画
多文化共生・国際交流推進
計画

一般廃棄物（ごみ）処理基本
計画

ＩＣＴ活用戦略

農業振興ビジョン

林業振興ビジョン

商業振興ビジョン

工業振興ビジョン

観光振興ビジョン

建設産業振興ビジョン

産業振興ビジョン

やや遅れている

やや遅れている

おおむね順調

おおむね順調

順調

おおむね順調

やや遅れている

環境

産業経済

やや遅れている

おおむね順調

やや遅れている

最終
進捗評価

分野別計画

おおむね順調

おおむね順調

やや遅れている

都市基盤

おおむね順調

やや遅れている

行政経営

政策横断
プロジェク
ト

おおむね順調

やや遅れている

おおむね順調

おおむね順調

おおむね順調

おおむね順調

おおむね順調

分野別計画

保健・医
療・福祉

子育て・教
育・文化

おおむね順調

おおむね順調

おおむね順調

おおむね順調

おおむね順調

やや遅れている

やや遅れている

最終
進捗評価

おおむね順調

おおむね順調

おおむね順調

やや遅れている
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（参考）平成 30 年度から令和５年度までの分野別計画の進捗評価結果推移 

 

 
 

※構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても 100 になら

ない場合があります。 
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進捗評価を行った分野別計画における各施策の進捗状況は、次のとおりです。 

 

 

 

計画期間終了時点（令和５年度末時点）では、118 施策のうち 14 施策（11.9%）

が「順調」、80 施策（67.8%）が「おおむね順調」、21 施策（17.8%）が「やや遅

れている」、3 施策（2.5%）が「遅れている」との進捗評価結果であり、令和４

年度末時点と同程度の水準となっています。 

施策
の数

順調
おおむね

順調

（順調、おおむ

ね順調の割

合）

やや遅れ

ている

遅れてい

る

（やや遅れてい

る、遅れている

の割合）

地域福祉計画 4 0 4 100.0 0 0 0.0
高齢者保健福祉計画 5 0 5 100.0 0 0 0.0
障害者保健福祉計画 2 0 2 100.0 0 0 0.0
健康づくり計画 5 1 1 40.0 3 0 60.0
食育推進計画 3 0 3 100.0 0 0 0.0

19 1 15 84.2 3 0 15.8

こども・家庭応援計画 12 1 9 83.3 2 0 16.7
社会教育推進計画 6 1 5 100.0 0 0 0.0
こども読書活動推進計画 2 0 2 100.0 0 0 0.0
文化芸術推進計画 4 0 2 50.0 2 0 50.0
縄文の里史跡整備・活用基
本計画

4 1 3 100.0 0 0 0.0

スポーツ推進計画 5 0 1 20.0 3 1 80.0

33 3 22 75.8 7 1 24.2

環境基本計画 5 1 2 60.0 1 1 40.0
一般廃棄物（ごみ）処理基本
計画

3 0 1 33.3 1 1 66.7

8 1 3 50.0 2 2 50.0

農業振興ビジョン 3 2 1 100.0 0 0 0.0
林業振興ビジョン 3 0 2 66.7 1 0 33.3
商業振興ビジョン 2 0 2 100.0 0 0 0.0
工業振興ビジョン 4 3 1 100.0 0 0 0.0
観光振興ビジョン 4 0 3 75.0 1 0 25.0
建設産業振興ビジョン 3 3 0 100.0 0 0 0.0
産業振興ビジョン 1 0 1 100.0 0 0 0.0

20 8 10 90.0 2 0 10.0

道路河川等整備計画 5 0 5 100.0 0 0 0.0
茅野駅周辺地区バリアフリー
基本構想

1 0 0 0.0 1 0 100.0

住生活基本計画 4 1 3 100.0 0 0 0.0
水道ビジョン 3 0 3 100.0 0 0 0.0
下水道中期ビジョン 3 0 2 66.7 1 0 33.3
茅野市・原村生活交通確保
維持改善計画

1 0 1 100.0 0 0 0.0

17 1 14 88.2 2 0 11.8

行政経営基本計画 4 0 1 25.0 3 0 75.0
公共施設等総合管理計画 3 0 2 66.7 1 0 33.3
男女共同参画計画 4 0 4 100.0 0 0 0.0

11 0 7 63.6 4 0 36.4

地域防災計画 2 0 2 100.0 0 0 0.0
縄文プロジェクト 1 0 0 0.0 1 0 100.0
多文化共生・国際交流推進
計画

3 0 3 100.0 0 0 0.0

ＩＣＴ活用戦略 4 0 4 100.0 0 0 0.0

118 14 80 79.7 21 3 20.3

政策横断プ
ロジェクト

合計

保健・
医療・
福祉

子育て・
教育・
文化

環境

産業経済

都市基盤

行政経営

保健・医療・福祉

子育て・教育・文化

環境

産業経済

都市基盤

行政経営

分野別計画
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 平成 30 年度から令和５年度までの６年間においては、新型コロナウイルス感

染症の影響を大きく受けた期間が含まれるため、最終的に新型コロナウイルス

感染症の影響を受ける前の平成30年度や令和元年度の進捗評価に近い水準まで

には、改善が及びませんでした。 

 

 

（参考）平成 30 年度から令和５年度までの各施策の進捗評価結果推移 

 

 
 

※構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても 100 になら

ない場合があります。 
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分野別計画の施策ごとに設定した目標指標について、計画策定時から改善が

見られた施策数は、次のとおりです。 

 

 

 

計画期間終了時点（令和５年度末時点）では、247の指標のうち126指標（51.0%）

において、計画策定時から改善が見られる結果となりました。令和４年度末時点

の改善率（49.4%）から上昇している点については、新型コロナウイルス感染症

の５類移行により、様々な事業が本格的に再開されたことが主な要因であると

考えられます。 

平成 30 年度から令和５年度までの６年間においては、新型コロナウイルス感

染症の影響を大きく受けた期間が含まれるものの、最終的には新型コロナウイ

ルス感染症の影響を受ける前の水準までに改善率が回復してきています。 

 

 

 

8
10

改善率

66.7
14.3

41 28 68.3

68 20 29.4

20 12 60.0

41 29 70.7

37 18 48.6

21 6 28.6

4

75.0
75.0

5

政策横断プ
ロジェクト

施策の目標指
標の数

3
7
4
12
15

24
14

保険・医療・
福祉

子育て・教
育・文化

環境

産業経済

都市基盤

行政経営

8

3

10

4
2

2

9

6
4
5
9
9
5

8
6
2

3
8

126

86.7

0
5
4

うち改善指標数

2
1
3
9
13

9
4
2

100.0
44.4

37.5
28.6
50.0
0.00

3
2

60.0
60.0

1

5
1
4
4
4
0

3
1

1

0.0

37.5
33.3
20.0

33.3

産業経済
道路河川等整備計画

茅野駅周辺地区バリアフリー基本構想

こども読書活動推進計画

文化芸術推進計画

縄文の里史跡整備・活用基本計画

100.0
80.0

スポーツ推進計画

子育て・教育・文化

66.7

50.0
50.0

83.3
0.0

37.5
20.0

9
3

5

9

2

15

8

分野別計画

地域福祉計画

高齢者保健福祉計画

障害者保健福祉計画

健康づくり計画

食育推進計画

保健・医療・福祉
こども・家庭応援計画

社会教育推進計画

公共施設等総合管理計画

男女共同参画計画

行政経営
地域防災計画

縄文プロジェクト
 多文化共生・国際交流推進計画

ＩＣＴ活用戦略

合計

60.0
100.0

51.0247

3
10

3
3
5
8

水道ビジョン

下水道中期ビジョン

茅野市・原村生活交通確保維持改善計画

都市基盤
行政経営基本計画

33.3

44.4

環境基本計画

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画

環境
農業振興ビジョン

林業振興ビジョン

商業振興ビジョン

工業振興ビジョン

観光振興ビジョン

住生活基本計画

50.0
66.7

建設産業振興ビジョン

産業振興ビジョン
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（参考）平成 30 年度から令和５年度までの目標指標の改善率の推移 

 

 

 

 

 

 

（２）基本構想 

基本構想で掲げている将来展望人口とこれまでの実際の人口動向、基本計画

の進捗状況等を総合的に勘案し、４段階のうち「おおむね順調」としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状推計人口 
  国立社会保障・人口問題研究所が公表した推計人口。 
 
将来展望人口  

出生率の向上や転入者の増加など、総合計画の推進によって様々な人口減少対策の
政策効果を見込んだ推計人口。 
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３ 今後に向けて（ＡＣＴＩＯＮからＰＬＡＮへ） 

（１）現状と課題 

  第５次茅野市総合計画の計画期間６年（平成 30 年度から令和５年度まで）

の間に、新型コロナウイルス感染症が世界で猛威を振るい、人々の暮らしに変

革をもたらし、ロシアのウクライナ侵攻は、日本経済に大きなインパクトを与

えました。一方で、持続可能な社会の実現に向けて、ＳＤＧｓや脱炭素化など

が世界共通の課題として注目されるようになり、国や県は、こうした世界規模

の動きを捉え、ゼロカーボン、ＤＸなどをテーマに新たな取組をスタートしま

した。 

このように、第５次茅野市総合計画策定時の想定を超えるレベルで茅野市 

を取り巻く環境が大きく変化する中、人口減少・少子高齢化も着実に進展して 

おり、今後、茅野市が直面し、解決を求められる課題は、これまで以上に複雑 

多岐に渡ることが予想されます。 

  こうした局面においても、茅野市は、これまでのまちづくりの仕組みを見直 

す行財政改革の推進や新たなまちづくりの手段であるＤＸの活用と、新たな 

価値観であるＧＸの共有などを着実に進めてきました。 

 その結果、コロナ禍においては、基本計画の進捗に遅れが見られたものの、 

ポストコロナにおいては、多くの基本計画が着実に進捗の遅れを取り戻し、 

総合計画全体の成果指標である将来展望人口の目標値を６年間連続で上回る 

ことができました。 

 しかし、今後のまちづくりにおいては、以下の課題解決が求められます。 

 

① 人と人とのつながりの希薄化、地域を支える人材の不足 

   コロナ禍や少子化により、人と人とのつながりが希薄化し、地域の担い 

手や各産業における後継者の不足が顕在化しています。 

 →より少ない人数、より軽い負担で、効率的にまちづくりを進めること 

ができるような新たな公民協働の仕組の再構築が必要です。 

 

  ② 地域経済の縮小 

    物価高騰などの世界規模の経済情勢の変化が市民生活に直接的に影響

を及ぼし、コロナ禍が観光業、飲食業などの地域産業に深刻な打撃を与え

ました。 

  →地域の担い手確保と地域経済の活性化の両方を見据えた取組が必要 

   です。 

 

③ 多発化する自然災害と被害の激甚化 

  異常気象や茅野市の地理的特性が相まって、市内で発生する自然災害の

多発化、被害も激甚化の傾向、大地震の発生も予測されています。 

    →災害発生を見据えた地域の連携、協力体制づくりと、災害発生時に安 

全・安心に利用できる社会インフラの維持管理・更新などが必要です。 
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④ 市財政の硬直化 

社会保障費や公共施設の維持管理費などの増大により、新たな投資へ 

の財源確保が困難な状況です。 

→これまでのまちづくりの仕組みや行政経営を見直し、再構築し、未来 

への投資に振り向ける方策が必要です。 

 

（２）まちづくりの方向性 

  今後も、目まぐるしい変化が予想される社会経済情勢へ的確に対応し、茅野

市の強みを活かしながら、新たな手段や価値観を取り入れ、前述の課題を解決

しながら、持続可能なまちの実現を目指すまちづくりの指針として、現在、第

６次総合計画の策定を進めています。 

  この総合計画では、茅野市に身を置く人、⼀人ひとりの力にフォーカスして 

います。ＳＤＧｓやゼロカーボンなど世界共通の目標達成や、人口減少・超高 

齢化が進展し、担い手が不足する地域コミュニティを維持するためには、こう 

した課題に対する⼀人ひとりの意識や行動が大変重要になります。その意識 

や行動を喚起することによって人の力を最大化するためには、人に前向きさ 

や、人のために何かしようなどの気持ちを生み出してくれる「幸福感」が何よ 

り大事です。このため、まちづくりの普遍的なテーマに「幸せを実現できるま 

ち」を据えています。 

また、５年間で目指すまちの将来像に掲げている「たくましく やさしい し 

なやかな 交流拠点ＣＨＩＮＯ」の実現に向けて、「交流」を原動力に、「幸福 

感」で最大化された人の力をつなぎ、大きなまちの力にするとともに、「交流」 

の基盤となるまちの「たくましさ」、「やさしさ」、「しなやかさ」にさらに磨き 

をかけ、新しい時代に対応した「幸せを実現できるまち」の創造を目指します。 

これからのまちづくりにおいては、未来にわたって茅野市が安全に安心し 

て、便利で快適に暮らせるまちであり続けるため、人口減少のスピードや波及 

するインパクトを「緩和」しつつ、未来につなげるために「適応」した社会シ 

ステムを構築していくイメージを持ちながら、様々な取組を進める姿勢が求 

められると考えます。 

第６次総合計画に掲げる目的や目標の達成に向けて、これまで長い時間を 

掛けて構築されたまちづくりや行政内部の仕組みを見直し、本当に必要なこ 

とを見極め、時代に対応した形に変えていく必要があり、それは容易ではあり 

ません。 

そして、それを力強く推進するためには、目的や目標を同じくし、その達成 

に向けて、それぞれの立場や多様な考え方を尊重し、意見交換をしながら前向 

きな話し合いを行って相互理解を深める「対話」と、その結果を自分事として 

捉え、関わる人それぞれの強みを活かしながら手を出し、力を合わせて、目的 

や目標の達成に向けた取組を実践する「協調」を意識する必要があります。 

  上記の考え方を基軸とし、第６次総合計画に掲げる目的や目標の達成に向 

けて、次の３つの柱を重点施策に位置付け、市民と行政が一体となってまちづ 

くりを進めていきます。 
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① 「交流拠点ＣＨＩＮＯ」の構築 

・ 若者に加え、女性からも選ばれるまちを目指し、半導体やＩＴなどの

成長分野の企業を市内に誘致し雇用を生み出したり、スタートアップ

を支援するなどして、若者や女性に魅力のある産業やビジネス、働き

方を創出し、市内外の人や企業を呼び込み、市内の人や企業との交流

を促す仕組みづくりを行います。 

・ 中心市街地、蓼科湖、白樺湖を市内における交流の３つの拠点に位置

付け、公民連携により賑わいを創出する取組を行います。 

・ 市内各所へ自由に移動ができる、安心・快適な地域公共交通網を構築

し、経済活動や社会参画のきっかけづくりを行います。 

・ 保健・医療・福祉、子育て・教育、防災などを切り口に、人口減少・

超高齢化においても機能する協働（行政と市民、市民と市民）の新た

な仕組みづくりを行います。 

 

② ＧＸ、ＤＸによる課題解決の促進 

・ 八ヶ岳の豊かな自然環境を、茅野市の魅力としてこれからも活かして

いくため、また、世界共通の目標であるゼロカーボンの実現に寄与す

るため、二酸化炭素の吸収源でもある茅野市の恵まれた森林資源を守

り、育みながら、引き続き脱炭素社会に向けたＧＸの取組を進めます。 

・ 便利で暮らしやすいまちを実現するため、また、地域の事務負担など

の軽減、行政内部の仕事や行政サービスの効率化を図るため、積極的

にデジタル技術の導入を検討します。特に、省力化や合理化が必要な

部分へのデジタル技術の導入にあたっては、負担が軽減された人の力

を、人でなければ担うことが出来ない役割に振り向けることを前提と

します。 

・ ＧＸ、ＤＸともに、「交流拠点ＣＨＩＮＯ」の構築への寄与を見据え

ながら、官民連携の枠組みにより取組を推進します。 

 

③ 行財政改革の推進と財政の健全化 

・ 茅野市の財政は、これまで幾度となく危機を乗り越えてきましたが、 

超少子化、超高齢化を受け、現在の状況はこれまでになく危機的かつ 

深刻な状況です。そのため、当初予算における基金繰入を抑えるとと 

もに、不要不急な予算執行を控えることで、決算時における基金取崩 

しを抑えるようにします。 

・ 行財政改革プラン 2023 に掲げた優先改革実行項目による短期的な取 

組と中長期的な取組、組織と職員定数の見直しなど、経常経費の削減 

を主目的とした抜本的な行財政構造改革に取り組みます。 

・ 上記の取組を通じて、収支均衡予算を実現し、基金を積み戻すこと 

  を目指します。 


